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注意① なるべく平らな場所でご使用ください。
注意② 発電機や機器の上に物を載せないでください。
注意③ 雨の際は、防雨カバーなどを装着し、軒下でご利用ください。
注意④ 稼働中に移動させないでください。
注意⑤ 使用後は連結ホースを外して保管してください。
注意⑥ 発電機の排気口の向きに物が無いよう設置してください。



使用方法① ～始動前準備～

④燃料連結ホース1.2のハンドポンプ用エンドバル
ブを外し、それぞれ供給タンクに接続します。

①供給タンク2個、長時間システム、発電機本体を
使用場所へ水平になるように設置し、キャスターを固定する。
（長時間システムの水平器で水平を確認することができます。）

②供給タンクを入れ、ベルトで固定します。

⑤ステンレスメッシュホースを
発電機と接続します。

※発電機内のエンジンオイル吸入口は、
反対側のオイルメンテナンスカバー内にあります。

メイン サブ

メイン→擦り切れまで(530ml)
サブ→内部メッシュまで(600ml)

せき止めバー
底上げバー

タンクを入れる際は、後ろを底上げバーに載せ
前をせき止めバーに当てて置いてください。

事前に19.5Lタンクのガソリンと
発電機内のエンジンオイルを入れておきましょう。

③供給タンクの排気バルブを緩めます。



①燃料連結ホースのハンドポンプ1・2を
6回づつ押します。
※システム内の制御タンクへ燃料を送ります。

③ステンレスメッシュホースに
付いている発電機用ハンドポンプを
少し硬く感じるまで押します。
※発電機本体へ燃料を送ります。

②発電機のエンジンスイッチを
"運転"へ回します。⑤電源ケーブルを発電機と長時間システムに接続します。

使用方法② ～始動方法1 ～

④リコイルスターターを勢いよく引き、発電機を始動します。
※冷間時"チョーク"にし、運転が安定したらエンジンスイッチを"運転"に
回します。



⑦『19.5』と点滅を確認したら、各確認ボタンを3秒程度長押しします。
供給タンクの残量表示LEDが、タンク1→『18.9』タンク2→『19.5』と表示されれば、完了です。

⑥発電機と長時間連続運転システムが繋がると、長時間連続運転システムに電源が入り、
運転を開始します。供給タンクの残量表示LEDが、
『888』としばらく点滅→『ピー』と音が鳴る→『19.5』と点滅します。

残量表示LED

各確認ボタンを
3秒程度長押し

使用方法③ ～始動方法2～



長時間連続運転システムは、タンク1から供給開始します。
タンク1が空になると、内蔵されている自動切換えリレーが起動し、
タンク2へ自動で切り替わります。
空になったタンク1は、新たに燃料満タンのタンクと交換することで
タンク2が空になっても、またタンク1へ自動で切り替わる為、
発電機の運転は止まることがありません。

①空になったタンク1を取り外し、
新たに燃料満タンのタンクをセット、
固定ベルトで固定します。

③燃料連結ホース1をそれぞれ
供給タンクに接続します。

②供給タンクの
排気バルブを緩めます。

④確認ボタンを
3秒程度長押しします。

※タンク2を交換する場合も同様の手順となります。

注意：タンクへの給油は、
空になってから
給油してください。

使用方法④ ～使用中のタンク交換～



長時間連続運転システムは、エンジンオイルも発電機を止めずに補充することが可能です。
エンジンオイルメインタンク（発電機内部のタンク）の容量が規定数を下回ると、自動的に
エンジンオイルサブタンク（発電機上部のタンク）から供給される仕組みとなっております。
そのため、エンジンオイルサブタンクにオイルを足すことで、補充が出来ます。

上限：内部メッシュまで
(600ml)

エンジンオイルサブタンク給油口

エンジンオイルは、
API分類SE級以上の
SAE 10W-30オイルを
ご使用ください。

使用方法⑤ ～エンジンオイルの補充方法～

推奨エンジンオイル
JPG ZEROをご使用ください。
（API分類 SL級 SAE10W-30）



停止方法は、発電機を停止するのみです。
インテリジェントタンクシステムは、発電機より電源を供給
しているため、発電機を停止させると自動で停止します。

①発電機のエンジンスイッチを
“停止"へ回します。

②電源ケーブルを外し、
ぐるぐる巻いて長時間
連続運転システム内にしまいます。

③ステンレスメッシュホースを
外し、キャップをします。④燃料連結ホースを外し、

ハンドポンプ用エンドバルブをします。

使用方法⑥ ～停止・片付け方～

⑤燃料連結ホースは、制御部の上に置く
ようにしてください。



停止後、長時間連続運転システム内には
燃料が残っていますが、残った燃料は、
タンクへ戻すことができます。

燃料戻し用プラグ

①タンク1またはタンク2の排気バルブを取り外します。

②燃料戻し用プラグを取付けます。

③ステンレスメッシュホースの先を、燃料戻し用プラ
グに差し込みます。

④発電機用ハンドポンプを制御タンクが空になるまで
押します。

制御タンク

使用方法⑦ ～燃料の戻し方～

制御タンク・燃料戻し用プラグは
カートの内側にあります。

⑤燃料戻し用プラグを外し、排気バルブを取付けます。

⑥燃料戻し用プラグを指定の位置へ戻してください。
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